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花
の
下
連
歌
初
期
の
諸
相

鈴

木

康

正

菟
玖
波
集
に
よ
る
と
、
寛
元
・
宝
治
の
頃
に
花
の
下
連
歌
が
盛
行
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
が
、
こ
の
論
で
は
、
そ
の
興
行
形
態
・
会
衆
な
ど
に
つ
い
て
、

．
 

い
く
つ
か
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

な
お
、
こ
の
論
は
、
金
子
金
治
郎
氏
「
菟
玖
波
集
の
研
究
」
、
伊
地
知
鉄
男
氏
「
連
歌
の
世
界
」
、
島
津
忠
夫
氏
「
連
歌
史
の
研
究
」
、

木
藤
才
蔵
氏
「
連
歌

史
論
考
・
上
」
の
四
書
に
拠
る
所
が
大
き
い
。
煩
を
避
け
る
た
め
に
、
以
上
の
書
か
ら
の
引
用
は
氏
名
を
記
す
に
と
ど
め
て
お
い
た
。
御
了
承
願
い
た
い
。

一
、
興
行
時
間
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菟
玖
波
集
巻
二
十
に
次
の
寂
忍
法
師
の
発
句
が
あ
る
。

「
法
勝
寺
花
の
下
の
連
歌
に

花
の
色
を
か
す
ま
で
見
せ
よ
春
の
月
」
（
二

O
四
O
）

僻
連
抄
に
「
昼
、
夜
の
発
句
ゆ
め
ゆ
め
す
べ
か
ら
ず
」
と
あ
る
こ
と
や
、
発
句
は
「
当
座
の
景
気
を
げ
に
も
と
覚
ゆ
る
様
に
」
詠
む
の
が
良
い
、
と
し
て
あ

る
こ
と
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
発
句
が
眼
前
の
実
景
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
こ
の
花
の
下
連
歌
会
が
「
春
の
月
」
の
出
て
い
る
時
間
1

1
夜
l
｜

に
聞
か
れ
た
こ
と
は
確
実
だ
と
言
え
る
。
僻
連
抄
は
寛
元
・
宝
治
を
隔
て
る
こ
と
百
年
の
康
永
四
年
に
成
立
し
て
い
る
が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
至
障
と
は
な
る

ま
い
。
当
時
発
句
が
事
実
（
実
景
）
を
詠
む
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
例
え
ば
井
蛙
抄
に
記
さ
れ
て
い
る
藤
原
信
実
や
無
生
法
師
の
発
句
な
ど
か
ら
も
明
ら
か

で
あ
る
。
又
、
巻
二
十
に
は
是
性
法
師
の
次
の
よ
う
な
発
句
も
あ
る
。



「
地
主
の
花
の
下
に
て

（

2
）
 

よ
る
ぞ
見
る
白
き
は
瀧
の
糸
桜
」
（
二

O
六
O
）

当
時
、
堂
上
連
歌
会
の
多
く
が
夜
興
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
明
月
記
や
弁
内
侍
日
記
な
ど
か
ら
明
ら
か
で
あ
り
、
地
下
に
於
て
も
同
様
で
あ
っ
た
ら
し
い

（

3
）
 

こ
と
は
、
沙
石
集
や
隆
弁
法
印
西
上
記
な
ど
か
ら
窺
え
る
。
又
、
夜
も
寺
社
に
花
見
の
客
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
菟
玖
波
集
に
「
法
勝
寺
の
花
の
陰
に
夜
に
入
る

ま
で
ゐ
た
り
け
る
を
み
て
、
糸
桜
よ
る
ま
で
見
る
は
誰
な
ら
ん
」
（
一
九
七
三
）
、
弁
内
侍
日
記
に
「
鷲
尾
の
花
さ
か
り
い
と
お
も
し
ろ
く
侍
し
に
、
月
の
か
た

ふ
く
ま
て
あ
そ
ひ
て
」
（
建
長
三
年
三
月
十
一
日
）
な
ど
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
と
な
る
と
、
花
の
下
連
歌
が
夜
興
行
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
か
な

り
強
い
と
言
え
よ
う
。
む
し
ろ
、
逆
に
、
「
一
日
二
千
句
連
歌
に
」
（
二

O
四
四
）
「
一
日
一
万
句
の
連
歌
侍
け
る
に
」
（
二

O
五
五
）
と
詞
書
に
あ
る
例
を
除
く

と
、
昼
詠
ま
れ
た
と
い
う
確
証
を
持
つ
花
の
下
連
歌
の
発
句
は
な
い
の
で
あ
る
。
鷲
尾
の
花
の
下
で
の
「
あ
す
も
見
ん
都
に
近
き
山
桜
」
（
二

O
五
二
）
と
い
う

無
生
の
発
句
や
、
同
じ
く
鷲
尾
に
院
の
御
幸
が
あ
っ
た
日
の
「
明
日
も
立
て
う
す
花
染
の
春
が
す
み
」
（
二

O
五
三
）
と
い
う
善
阿
の
発
句
に
見
え
る
一
「
明
日

日
も
」
と
は
言
わ
な
い
も
の
で
あ
る
。
夜
の
帳
が
降
り
、
花
見
の
一
般
客
が
帰
り
始
め
る
時
間
｜
｜
恐
ら
く
そ
れ
が
花
の
下
の
発
句
の
生
ま
れ
る
時
間
で
あ
っ

-197-

も
」
に
し
て
も
、
一
日
の
終
わ
り
を
迎
え
た
時
間
に
発
せ
ら
れ
た
言
葉
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
何
か
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
時
以
外
に
二
般
に
人
は
「
明

た
。
花
の
下
連
歌
は
夜
興
行
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
、
と
い
う
考
え
を
も
う
一
歩
進
め
て
、
主
に
夜
興
行
さ
れ
た
ら
し
い
、
と
し
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

又
、
菟
玖
波
集
中
の
花
の
下
連
歌
を
拾
っ
て
ゆ
く
と
、
春
の
句
が
多
い
こ
と
と
共
に
月
の
句
が
多
い
こ
と
に
気
付
く
。
そ
れ
ら
の
句
に
つ
い
て
「
即
現
実
の

（

4
）
 

美
観
が
そ
こ
に
は
あ
る
」
と
い
う
指
摘
が
既
に
な
さ
れ
て
い
る
が
、
花
も
月
も
眼
前
の
事
実
だ
っ
た
の
だ
と
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
認
識
を
新
た
に
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
初
期
の
花
の
下
連
歌
に
於
て
、
そ
の
座
の
置
か
れ
た
状
況
は
、
か
な
り
色
濃
く
句
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

明
月
記
に
は
定
家
が
昆
沙
門
堂
の
花
を
賞
翫
し
た
こ
と
が
た
び
た
び
記
さ
れ
て
い
る
が
、
花
の
下
連
歌
に
関
す
る
記
載
が
一
切
な
い
。
が
、
そ
れ
も
、
定
家

〈

5
V

が
見
沙
門
堂
を
訪
れ
た
の
が
す
べ
て
昼
間
で
あ
っ
た
こ
と
に
ま
ず
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

2 

誤
写
に
よ
っ
て
、
作
者
は
寂
意
・
寂
思
な
ど
と
も
す
る
が
、
寂
忍
と
す
る
金
子
氏
説
に
従
う
。

「
は
る
ぞ
み
る
」
と
な
っ
て
い
る
本
も
あ
る
が
、
「
従
ひ
に
く
い
」
と
す
る
福
井
久
蔵
氏
の
意
見
に
従
う
。
（
日
本
古
典
全
書
頭
注
参
照
）

J
W
 

注



3

沙
石
集
に
は
「
東
山
ニ
テ
人
々
寄
合
テ
夜
モ
ス
ガ
ラ
連
歌
シ
テ
」
、
隆
弁
法
印
西
上
記
に
は
「
十
月
十
日
比
ノ
ホ
ド
ニ
ヤ
月
ノ
イ
ト
面
白
カ
リ
ケ
ル
ユ

児
共
ヨ
リ
ア
ヒ
テ
連
歌
ナ
ド
シ
待
ケ
ル
」
な
ど
と
あ
る
。

藤
原
正
義
「
寛
元
・
宝
治
の
花
下
連
歌
」
日
本
文
学
昭
和
四
十
三
年
五
月
。

明
月
記
、
安
貞
三
年
三
月
五
日
、
寛
喜
二
年
二
月
十
八
日
、
同
二
十
日
、
同
二
十
五
日
、
天
福
元
年
二
月
二
十
四
日
、
同
二
十
八
日
等
。

4 5 

ニ
、
花
の
下
の
好
士
た
ち

筑
波
問
答
に
よ
る
と
、
初
期
花
の
下
連
歌
の
会
衆
た
ち
は
「
花
の
下
の
好
土
」
と
か
「
地
下
の
好
士
」
と
か
呼
ば
れ
て
お
り
、
代
表
的
な
好
士
と
し
て
、
道

生
・
寂
忍
・
無
生
の
三
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
又
連
理
秘
抄
に
は
「
花
の
下
月
の
前
の
遊
客
」
（
僻
連
抄
に
は
「
友
客
」
と
あ
る
）
と
も
見
え
、

ら
良
基
が
彼
等
を
ど
う
と
ら
え
て
い
た
か
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
ら
か

（

1
〉

当
時
の
用
例
か
ら
す
る
と
、
好
士
と
は
、
「
源
氏
狭
衣
た
て
ぬ
き
に
お
ぼ
え
て
、
う
た
よ
み
連
歌
こ
の
み
で
花
下
月
前
に
す
き
あ
り
」
く
よ
う
な
「
す
き
者
」

。。
凸
『
U

の
こ
と
で
、
風
雅
の
道
に
心
を
砕
く
風
狂
の
士
を
指
し
て
言
う
が
、
良
基
も
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
受
け
、
道
を
同
じ
く
す
る
者
へ
の
共
感
を
も
含
め
て
、
彼
等
を

（

2
）
 

好
土
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
又
、
そ
れ
は
恐
ら
く
、
「
花
下
幽
人
月
前
吟
客
」
な
ど
と
自
称
し
た
道
生
ら
の
意
に
叶
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
彼
等
は

彼
等
の
主
張
通
り
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
も
す
る
と
、
彼
等
は
騒
々
し
く
譜
謹
好
き
な
人
物
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
少
く
と
も
彼
等
自
身
は
そ
う
は
思
っ
て
お
ら
ず
、
良
基
も
又
そ

う
は
評
価
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
花
や
月
を
賞
翫
し
な
が
ら
、
彼
等
は
彼
等
な
り
に
一
つ
の
風
雅
な
世
界
を
形
作
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
会
は
、

（

3
）
 

藤
原
正
義
氏
の
言
わ
れ
る
通
り
、
「
予
想
さ
れ
る
以
上
に
静
澄
な
」
会
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
好
士
た
ち
の
作
品
を
見
る
と
、
彼
等
が
源
氏
や
三
代
集
、
新
古
今
集
な
ど
を
一
応
一
通
り
読
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
好
土
と
し
て
は
必

須
の
素
養
で
あ
ろ
う
が
、
「
源
氏
狭
衣
た
て
ぬ
き
に
お
ぼ
え
て
」
と
い
う
の
も
そ
う
ひ
ど
い
誇
張
で
は
な
い
ら
し
い
。

（

4
）
 

た
と
え
ば
、
道
生
は
新
古
今
集
の
寂
然
の
歌
を
、
無
生
は
後
拾
遺
集
の
曽
根
好
忠
の
歌
を
ふ
ま
え
た
句
を
残
し
て
お
り
、
寂
忍
の
「
都
を
ば
雲
居
の
よ
そ
に



隔
て
き
て

〈

5
〉

袖
ま
で
ぬ
ら
す
須
磨
の
う
ら
波
」
が
源
氏
物
語
を
ふ
ま
え
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
又
同
じ
寂
忍
の
「
あ
す
か
の
里
の
秋
は
と
は
れ
や
す

ハ
6
）

（

7
）

を
見
ぬ
夜
や
い
た
ず
ら
に
更
け
ぬ
ら
ん
」
は
、
或
い
は
万
葉
集
の
志
貴
皇
子
の
歌
を
ふ
ま
え
て
い
る
か
、
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
、
そ
う
し
た
教
養
な 月

し
に
は
、
花
の
下
連
歌
の
指
尊
者
た
り
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
道
生
は
続
後
拾
遺
集
に
一
首
入
集
を
見
る
勅
撰
歌
人
で
あ
り
、
寂
忍
は
六
条
行
家
撰
の
人
家

（

8
）
 

和
歌
集
に
三
首
入
集
し
、
無
生
は
井
蛙
抄
に
為
氏
と
の
交
流
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
歌
人
と
し
て
の
肩
書
や
堂
上
歌
人
と
の
交
流
は
、
好
士
た
ち

の
間
で
大
き
く
物
を
言
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

又
、
当
時
の
花
の
下
の
好
士
と
し
て
、
菟
玖
波
集
か
ら
良
心
・
京
月
と
い
う
二
人
の
法
師
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
京
月
は
続
拾
遺
集
に
一
首
、
良
心

は
同
集
以
下
新
後
撰
、
新
続
古
今
集
に
そ
れ
ぞ
れ
一
首
の
入
集
を
見
る
勅
撰
歌
人
で
あ
る
。
京
月
は
、
勅
撰
作
者
部
類
に
「
清
水
寺
僧
。
菟
玖
波
集
、
承
久
記

は
き
ゃ
う
月
ば
う
」
、

に
見
ゆ
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
や
や
不
審
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
古
活
字
本
承
久
記
に
「
清
水
法
師
鏡
月
坊
」
、
承
久
軍
物
語
に
「
清
水
法
師
に

承
久
兵
乱
記
に
「
せ
い
す
い
し
の
ほ
っ
し
き
や
う
い
月
」
な
ど
と
見
え
る
「
き
ゃ
う
月
」
は
、
吾
妻
鏡
（
承
久
三
年
六
月
十
六
日
）
に

「
清
水
寺
住
侶
敬
月
法
師
」
と
見
え
、
上
皇
方
に
加
わ
り
、

鎌
倉
方
に
捕
え
ら
れ
て
死
罪
に
さ
れ
る
所
を
、
「
勅
な
れ
は
身
を
は
す
で
斗
き
も
の
斗
ふ
の
や
そ

-199-

う
し
河
の
せ
に
は
た
た
ね
と
」
と
い
う
歌
を
詠
じ
た
お
か
げ
で
遠
流
で
済
ん
だ
と
い
う
逸
話
が
付
さ
れ
て
い
る
。
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
文
机
談
に
も

「
清
水
の
寺
僧
敬
月
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
「
き
ゃ
う
月
」
は
「
敬
月
」
で
あ
っ
て
、
「
京
月
」
と
は
別
人
で
は
な
い
の
か
、
と
い
う
疑
問
だ
け
は
提
出
し
て
お
き

た
い
。
が
、
代
集
に
「
清
月
集
・
京
月
撰
・
連
歌
集
・
お
な
じ
」
と
見
え
る
「
京
月
」
は
、
「
連
歌
集
」
を
撰
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
京
月
と
同
一

人
物
で
あ
る
と
断
じ
て
さ
し
っ
か
え
あ
る
ま
い
。
つ
ま
り
、
彼
は
清
水
寺
法
師
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
和
歌
や
連
歌
の
私
撰
集
を
も
の
し

た
人
物
で
は
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。

又
、
良
心
に
つ
い
て
も
述
べ
る
と
、
人
家
和
歌
集
・
東
撰
和
歌
六
帖
・
拾
遺
風
体
和
歌
集
な
ど
の
私
撰
集
に
都
合
七
首
程
入
集
し
て
い
る
他
、
吾
妻
鏡
に
も

見
え
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

「
於
今
日
、
相
州
常
盤
御
亭
有
和
歌
会
、
一
日
千
首
、
探
題
被
置
懸
物
、
（
略
）
詮
語
法
印
・
良
心
法
師
以
下
作
者
十
七
人
（
略
）
」
（
弘
長
コ
一
年
二
月
八
日
条
）

前
年
の
十
二
月
に
鎌
倉
に
下
向
し
た
真
観
を
か
こ
ん
だ
、
北
条
時
一
房
邸
で
の
歌
会
で
あ
る
。
断
定
は
で
き
ぬ
が
、
鵜
舟
集
と
も
呼
ば
れ
た
続
拾
遺
集
に
入
集



し
て
い
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
鎌
倉
に
住
し
た
僧
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
花
の
下
の
連
歌
の
指
導
者
と
目
さ
れ
る
者
た
ち
が
一
応
の
歌
人
で
あ
り
、
そ
し
て
歌
人
で
あ
り
連
歌
師
で
あ
る
こ
と
を
通
し
て
、
当

時
の
歌
壇
を
代
表
す
る
よ
う
な
堂
上
歌
人
た
ち
と
、
接
触
を
保
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
恐
ら
く
は
そ
う
し
た
接
触
な
し
に
、
勅
撰
集
入
集

も
私
撰
集
入
集
も
あ
り
得
な
か
っ
た
。
殊
に
、
為
氏
が
撰
ん
だ
続
拾
遺
集
に
三
人
も
の
人
物
が
入
集
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
二
名
は
他
に
入
集
を
見
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
為
氏
の
連
歌
の
作
風
が
地
下
の
そ
れ
に
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
そ
こ
に
相
当
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
と
い
う
点
で
注

目
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
仮
に
初
期
花
の
下
連
歌
圏
と
い
う
も
の
を
考
え
た
場
合
、
そ
れ
は
そ
の
頂
点
で
、
為
氏
な
り
真
観
な
り
行
家
な
り
、
当
時
の
代
表

的
歌
人
た
ち
と
必
ず
ど
こ
か
で
結
び
つ
く
。
後
に
救
済
と
良
基
の
握
手
に
至
る
道
の
門
は
、
既
に
こ
の
頃
に
聞
か
れ
て
い
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
で

あ
る
。

注
1 
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2 

十
訓
抄
。
（
第
一
の
四
十
三
）

筑
波
問
答
。

前
掲
論
文
。

島
津
忠
夫
氏
の
指
摘
に
よ
る
。
（
連
歌
史
の
研
究
六
十
三
、
四
ペ
ー
ジ
。
）

菟
玖
波
集
巻
十
四
、
二
二
四
七
。

菟
玖
波
集
巻
五
、
四

O
六。

日
本
古
典
全
書
、
頭
注
参
照
。

島
津
氏
の
指
摘
に
よ
る
。
確
証
は
な
い
が
、
同
集
に
は
良
心
の
名
も
見
え
る
こ
と
か
ら
、
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
と
思
う
。

井
蛙
抄
。
鎌
倉
武
士
の
作
品
が
多
い
こ
と
に
よ
る
名
で
あ
る
。

3 4 5 6 7 8 9 

三
、
寛
元
以
前
の
花
の
下

沙
石
集
巻
五
に
は
「
連
歌
事
」
と
し
て
、
興
味
深
い
当
時
の
連
歌
説
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
数
連
の
花
の
下
連
歌
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ



し
て
そ
の
説
話
か
ら
、
花
の
下
連
歌
に
か
か
わ
っ
た
三
人
の
人
物
の
名
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
東
入
道
素
逗
（
平
胤
行
）
、
花
下
十
念
房
素
俊
（
橘
家
季
）
、

藤
原
隆
祐
の
三
名
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
出
雲
路
ノ
昆
沙
門
堂
ニ
テ
人
々
連
歌
シ
テ
ケ
ル

ウ
ス
ク
レ
ナ
ヒ
ニ
ナ
レ
ル
ソ
ラ
カ
ナ

ト
云
句
ニ
ツ
ケ
煩
テ
、
三
十
余
句
返
テ
ケ
レ
パ
興
モ
ナ
カ
リ
ケ
ル
ニ
、
東
入
道
ノ
、
シ
ノ
ピ
テ
開
ケ
ル
ガ

ア
マ
ト
プ
ヤ
イ
ナ
ヲ
ホ
セ
鳥
ノ
カ
ゲ
ミ
ヘ
テ

ト
付
タ
リ
ケ
ル
。
時
－
一
ト
リ
テ
ワ
リ
ナ
カ
リ
ケ
ル
事
ニ
語
伝
へ
侍
リ
。
其
座
ニ
花
下
ノ
十
念
房
ア
リ
ケ
リ
。
ア
マ
ト
プ
ヤ
ト
ウ
チ
出
タ
リ
ケ
レ
パ
、
ア
ワ
ツ

キ
候
ヌ
ル
ハ
ト
ゾ
ホ
メ
ケ
ル
。
心
ハ
ヤ
ク
コ
ソ
覚
レ
。
」

「
（
隆
祐
朝
臣
）
或
時
、
花
下
シ
テ

ツ
ク
リ
カ
ヘ
タ
ル
ヤ
ド
ノ
L
キ
パ
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ト
云
旬
、
人
々
ヲ
斗
グ
カ
ヘ
リ
ケ
ル
ニ

マ
ヨ
ウ
ラ
シ
コ
ゾ
ノ
栖
ダ
チ
ノ
ツ
バ
ク
ラ
メ

ト
ツ
ケ
給
ケ
ル
。
時
ニ
ト
リ
テ
ア
リ
ガ
タ
カ
リ
ケ
リ
。
」

こ
の
説
話
か
ら
、
素
逼
と
素
俊
と
の
聞
に
接
触
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
が
、
隆
祐
と
彼
等
と
の
聞
に
如
何
な
る
交
流
が
あ
っ
た
の
か
は
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
が
、
藤
原
隆
祐
朝
臣
集
に
よ
る
と
、
隆
祐
と
素
逼
と
の
間
に
は
か
な
り
親
密
な
交
流
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
知
れ
る
。

「
春
の
こ
ろ
、
平
胤
行
天
王
寺
に
詣
て
、
住
吉
へ
申
を
く
り
侍
り
し

初
、
す
み
よ
し
の
ま
つ
人
も
哉
た
つ
ね
見
ん
か
す
め
る
う
ち
は
み
ち
し
ら
す
と
も

返
し

幻
、
か
す
め
と
も
松
あ
る
う
ら
も
知
り
な
か
ら
心
の
み
ち
を
い
か
ふ
へ
た
て
ん
」



「
夏
の
こ
ろ
、
胤
行
か
ま
く
ら
よ
り

旬
、
春
秋
の
花
と
月
と
の
あ
ひ
み
て
も
わ
す
れ
ぬ
人
は
な
ほ
そ
こ
ひ
し
き

返
し

川
刷
、
は
る
あ
き
の
花
と
月
と
の
な
か
め
た
に
わ
す
る
斗
ほ
と
と
君
を
こ
ひ
っ
斗

そ
へ
て

印
、
山
の
井
の
に
こ
ら
ぬ
水
を
む
す
ひ
て
も
や
か
で
わ
か
れ
し
面
影
そ
た
つ
」

（
「
和
歌
集
大
成
」
に
よ
る
。
な
お
、
歌
の
上
の
数
字
は
国
家
大
観
番
号
で
あ
る
の
）

イ
、
胤
行

群
書
類
従
で
は
二
十
六
番
の
歌
の
詞
書
が
「
平
行
胤
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
三
十
九
番
の
歌
の
詞
書
に
「
胤
行
」
と
あ
る
こ
と
や
、
尊
卑
分
脈
、
吾
妻
鏡
等

に
「
平
行
胤
」
な
る
人
物
を
見
出
せ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
「
胤
行
」
と
あ
る
方
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。

隆
祐
が
住
吉
に
住
し
た
の
は
何
時
の
頃
か
わ
か
ら
ぬ
が
、
素
逗
は
、
吾
妻
鏡
寛
元
元
年
七
月
十
七
日
に
「
東
中
務
丞
」
、

宝
治
元
年
六
月
六
日
に
「
東
中
務

-202ー

入
道
素
逼
」
と
見
え
て
い
る
の
で
、
そ
の
出
家
は
寛
元
年
間
の
こ
と
で
あ
る
と
知
れ
る
。
寛
一
克
二
年
に
彼
の
父
重
胤
が
没
し
、
将
軍
が
頼
経
か
ら
頼
嗣
に
代
え

ら
れ
、
翌
年
の
七
月
五
日
、
二
十
七
才
の
若
さ
で
頼
経
は
出
家
し
て
い
る
が
、
素
逼
が
こ
の
若
き
主
君
に
従
っ
て
出
家
し
た
可
能
性
は
強
い
と
言
え
よ
う
。
仮

に
そ
う
だ
と
す
る
と
、
彼
の
出
家
は
、
ま
さ
に
都
の
昆
沙
門
堂
に
於
て
、
道
生
ら
の
花
の
下
連
歌
が
行
わ
れ
始
め
た
年
の
出
来
事
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で

は
、
そ
れ
以
前
の
何
時
彼
は
上
京
し
て
隆
祐
に
会
っ
た
の
か
。
寛
元
三
年
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
十
二
年
の
天
福
元
年
二
月
七
日
、
彼
が
定
家
の
門
を
た
た
い
た

」
と
が
明
月
記
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
未
時
許
東
乃
中
務
尉
と
一
五
武
士
来
門
前
、
付
家
長
朝
臣
書
状
、
自
昨
日
腰
損
不
動
身
、
不
能
対
面
之
由
示
之
、
自
門
外
帰
、
着
直
垂
云
々
、
乗
車
其
衣
輿

乗
物
不
相
応
殿
、
或
説
云
、
其
手
跡
歌
風
体
奉
似
九
条
大
納
言
云
々
、
当
世
好
士
（
下
略
）
」

季
節
も
丁
度
春
で
あ
る
か
ら
、
彼
が
隆
祐
の
下
を
訪
れ
た
の
を
こ
の
年
に
想
定
す
る
こ
と
は
充
分
可
能
で
あ
る
。
が
、

彼
が
源
家
長
の
書
状
を
携
え
て
い

て
、
都
に
於
て
既
に
或
る
程
度
歌
人
と
し
て
の
評
価
を
受
け
て
い
る
こ
と
や
、
彼
が
為
家
の
娘
を
要
り
、
彼
か
ら
古
今
伝
授
ま
で
も
受
け
て
い
た
こ
と
を
思
う



と
、
彼
の
上
京
が
か
な
り
頻
繁
な
も
の
で
あ
り
、
上
京
の
度
毎
に
歌
人
た
ち
と
の
接
触
を
図
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
隆
祐
を
訪
れ
た
の
は
そ

う
し
た
或
る
年
の
こ
と
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
が
、
そ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
が
、
次
の
続
後
撰
集
に
収
め
ら
れ
た
彼
の
歌
で
あ
る
。

住
馴
れ
し
都
を
何
と
別
れ
け
む
う
き
は
い
づ
く
も
我
身
な
り
け
り
（
一
一
一
一
八
）

詞
書
を
欠
い
て
い
る
た
め
成
立
事
情
が
わ
か
ら
ず
、
果
し
て
事
実
を
詠
じ
た
も
の
か
ど
う
か
多
少
の
疑
念
は
残
る
よ
う
に
も
思
う
が
、
事
実
だ
と
す
る
と
、
彼

に
は
都
に
住
ん
だ
経
験
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
そ
れ
が
何
時
頃
の
事
で
あ
る
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
歌
人
た
ち
と
の
交
流
も
、
あ
っ
て
少
し
の

不
思
議
も
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
又
、
承
久
の
乱
の
軍
功
に
よ
り
、
彼
は
濃
州
郡
上
郡
山
田
庄
外
数
ケ
所
を
領
し
、
そ
の
地
に
篠
脇
域
（
郡
上
城
）
を
築

き
、
そ
れ
ま
で
領
し
て
い
た
下
総
の
海
上
荘
を
弟
胤
方
に
分
っ
た
と
い
う
。
美
濃
の
東
氏
が
こ
こ
か
ら
起
こ
る
の
で
あ
る
が
、
京
鎌
倉
ば
か
り
で
な
く
下
総
や

美
濃
に
も
彼
が
住
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

吾
妻
鏡
に
よ
っ
て
彼
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
ま
ず
建
保
六
年
十
一
月
二
十
七
日
に
見
え
、
実
朝
の
「
無
双
近
仕
」
と
し
て
父
と
共
に
鎌
倉
に
住
み
、

時
折
下
総
に
下
向
す
る
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
そ
の
後
約
十
年
彼
に
関
す
る
記
事
は
な
く
、
寛
喜
二
年
三
月
十
九
日
に
鎌
倉
六
浦
で
の
連
歌
会
に
、

二
年
後
の
貞
永
元
年
十
一
月
二
十
九
日
に
鎌
倉
永
福
寺
で
の
和
歌
会
に
、
そ
れ
ぞ
れ
出
席
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
約
十
年
間
再
び
記
事
を
見
な
い
。
や
が
て
寛

元
元
年
十
月
十
七
日
の
条
に
、
将
軍
頼
経
の
臨
時
の
外
出
時
の
供
奉
人
と
し
て
そ
の
名
が
見
え
、
四
年
後
に
同
族
上
総
権
介
秀
胤
を
討
ち
（
宝
治
の
合
戦
）
、
翌

（

2
）
 

年
の
宝
治
二
年
九
月
二
十
日
に
、
そ
の
文
才
を
認
め
ら
れ
て
幕
府
の
右
筆
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
約
十
五
年
の
空
白
を
隔
て
て
、
弘
長
三
年
八
月
六
日

に
、
彼
が
そ
の
日
以
前
に
没
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
簡
単
に
概
略
を
記
し
て
み
た
が
、
結
局
、
彼
の
移
動
の
跡
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
困
難
で
あ
る

と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
が
、
彼
が
勤
務
に
縛
ら
れ
て
鎌
倉
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
ぬ
と
い
う
状
態
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
ら
し
い
こ
と
は
窺
え
る
。
か

な
り
自
由
に
彼
は
鎌
倉
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
彼
が
隆
祐
の
下
を
訪
れ
た
の
は
、
資
料
の
上
で
は
天
福
元
年
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
が
、
そ
れ

は
そ
の
前
後
数
年
の
何
時
に
で
も
、
起
こ
っ
た
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
こ
で
再
び
隆
結
集
に
戻
っ
て
、
そ
の
歌
の
内
容
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
何
と
言
っ
て
も
注
目
さ
れ
る
の
が
、
三
十
九
番
の
歌
の
「
花
と
月
と

の
あ
ひ
み
て
」
な
る
句
で
あ
る
が
、
以
下
の
応
答
か
ら
、
か
つ
て
二
人
が
春
と
秩
の
頃
、
花
の
下
や
月
の
前
に
於
て
、

一
時
の
短
く
も
印
象
的
な
交
流
の
場
を
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持
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
で
は
そ
の
交
流
の
場
1
1
1
「
花
と
月
と
の
あ
ひ
み
て
」
の
場
｜
！
と
は
一
体
如
何
な
る
場
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
思
い

出
さ
れ
る
の
が
、
素
俊
も
又
花
の
下
に
訪
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
な
の
で
あ
る
。

「
一
女
あ
り
。
侍
従
の
つ
ぼ
ね
と
て
、
を
し
小
路
の
姫
宮
に
候
は
れ
き
。
春
は
か
な
ら
ず
は
な
の
た
め
に
な
ら
よ
り
の
ぼ
り
け
り
。
二
月
の
こ
ろ
白
川
な
る

所
に
て
身
ま
か
り
に
け
れ
ば
、
侍
従
の
つ
ぼ
ね
か
や
う
に
お
も
ひ
っ

x
け
給
な
る
べ
し
。

わ
か
れ
し
も
ま
ち
し
も
花
の
こ
ろ
な
れ
ば
ひ
と
か
た
な
ら
ず
春
ぞ
か
な
し
き
」
（
文
机
談
）

素
俊
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
既
に
島
津
氏
が
「
こ
れ
こ
そ
素
俊
が
春
毎
に
行
は
れ
る
花
の
下
連
歌
の
た
め
に
、
奈
良
よ
り
は
る
ば
る
上

洛
し
て
い
た
事
実
を
示
す
も
の
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
又
、
木
藤
氏
は
、
明
月
記
嘉
禎
元
年
三
月
廿
五
日
の
条
に
、
新
勅
撰
集
入
集
に

つ
い
て
謝
意
を
表
す
る
た
め
に
素
俊
が
定
家
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
嘉
禎
の
頃
に
は
既
に
花
の
下
連
歌
が
盛
行
の
徴
を
見
せ
て
お
り
、
素
俊
の
上

洛
も
そ
れ
に
参
加
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
説
い
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
嘉
禎
元
年
と
は
、
同
じ
よ
う
に
素
濯
が
定
家
の
下
を
、
し
か
も
時
も
同
じ
春
に
訪

れ
た
天
福
元
年
の
二
年
後
で
あ
る
。
と
な
る
と
、
素
俊
の
「
は
な
の
た
め
」
の
場
と
、
素
逼
と
隆
祐
の
「
花
と
月
と
の
あ
ひ
み
て
」
の
場
と
を
同
種
の
も
の
と

認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
つ
ま
り
、
隆
祐
集
中
の
記
事
は
、
花
の
下
連
歌
会
に
お
け
る
二
人
の
交
流
の
上
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
天
福
か
ら
嘉
禎

に
か
け
て
、
こ
れ
ら
三
人
を
そ
の
座
に
加
え
た
花
の
下
連
歌
が
、
毎
年
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
花
と
月

と
の
あ
ひ
み
て
」
の
場
は
天
福
以
前
に
設
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。
同
様
に
、
素
俊
の
「
は
な
の
た
め
」
の
場
も
嘉
禎
以
前
に
設
定
す
る
こ
と
は
可
能

（

3
）
 

で
あ
る
。
そ
う
考
え
て
ゆ
く
と
、
花
の
下
連
歌
の
起
源
を
、
例
の
連
歌
尼
が
明
月
記
に
登
場
す
る
嘉
禄
年
間
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
多
く
の
研
究
者
が
等
し
く
推
定
説
を
述
べ
て
い
る
の
で
、
同
様
の
指
摘
を
繰
り
返
す
に
と
ど
め
て
お
く
。

と
こ
ろ
で
、
隆
祐
集
の
記
事
か
ら
窺
え
る
こ
と
は
、
二
人
が
同
座
し
た
花
の
下
の
場
が
彼
等
自
身
の
た
め
の
場
で
あ
っ
て
、
「
シ
ノ
ピ
テ
」
参
加
す
る
よ
う

な
性
質
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と
だ
。
つ
ま
り
、
二
人
は
、
沙
石
集
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
よ
そ
な
が
ら
立
ち
聞
き
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の

（

4
）
 

座
に
会
衆
と
し
て
参
加
し
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。
素
俊
に
つ
い
て
は
、
会
衆
と
し
て
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
沙
石
集
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
問
題
は
な
か
ろ

う
が
、
同
様
の
こ
と
が
、
素
濯
や
隆
祐
に
つ
い
て
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
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「
花
ハ
ツ
ネ
ヨ
リ
モ
ト
ク
サ
キ
テ
素
俊
法
師
オ
ソ
グ
ト
ヒ
侍
ケ
ル
ト
シ
イ
ヒ
ツ
カ
ハ
シ
ケ
ル

シ
ラ
カ
ハ
ノ
里
ノ
名
ダ
テ
ノ
サ
ク
ラ
花
チ
リ
ナ
デ
人
ノ
コ
斗
ロ
ヅ
ク
シ
－
こ

（

5
）
 

楢
葉
和
歌
集
中
の
こ
の
藤
原
基
邦
の
歌
か
ら
、
素
俊
や
基
邦
を
そ
の
会
衆
と
す
る
花
の
下
の
会
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
が
、
素
逗
や
隆
祐
の
場
合
に
も
同
様
の

想
定
を
な
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
が
、
こ
れ
ら
四
人
が
花
の
下
に
同
座
し
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
。
素
濯
と
隆
祐
が
一
座
し
た
花
の
下
と
、
素
俊
・
基

邦
が
一
座
し
た
花
の
下
と
は
同
種
の
も
の
で
は
あ
っ
た
ろ
う
が
、
同
一
の
も
の
で
あ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
グ
ル
ー
プ
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
の
花
の
下
が

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
素
俊
が
一
座
に
い
た
花
の
下
に
、
「
シ
ノ
ピ
テ
」
聞
い
て
い
た
素
逼
が
付
句
を
し
た
話
も
、
そ
の
可
能
性
を
裏
付
け
る
。
が
、
い
ず

れ
に
し
ろ
、
彼
等
の
会
が
、
咲
く
花
を
待
っ
て
毎
年
定
期
的
に
聞
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
そ
の
時
点
に
於
て
勅
撰
集
に
入
集
を
み
る
か
み
な
い
か

（

6
）
 

と
い
う
、
言
わ
ば
二
流
の
歌
人
た
ち
が
集
っ
た
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
。
そ
し
て
、
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
道
生
等
の
場
合
と
殆
ど
同
様
で
あ
り
、

彼
等
の
花
の
下
と
地
下
の
花
の
下
と
は
、

そ
の
性
質
に
於
て
極
め
て
類
似
し
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、

両
者
は
、
（
理
念
的
に
は
）
交
流
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す
る
こ
と
も
同
化
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ハ
7

）

冷
泉
家
草
子
目
録
に
よ
る
と
、
隆
祐
に
は
「
花
下
様
」
な
る
連
歌
式
目
と
思
わ
れ
る
著
作
が
あ
る
。
こ
の
「
花
下
様
」
に
つ
い
て
、
伊
地
知
氏
は
「
花
下
H

地
下
連
歌
に
関
し
て
の
式
目
の
意
か
、
そ
れ
と
も
地
下
連
歌
の
特
徴
（
堂
上
連
歌
と
の
相
違
・
特
徴
・
欠
点
）
を
注
記
し
、
訓
戒
指
導
し
た
作
法
書
の
類
で
あ

っ
た
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
地
下
連
歌
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
前
に
、
ま
ず
彼
等
自
身
の
た
め
の
「
花
下
様
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

花
の
下
H
地
下
と
い
う
等
式
が
生
ず
る
以
前
に
、
堂
上
の
者
の
参
加
す
る
花
の
下
が
あ
り
、
「
花
下
様
」
と
は
そ
う
し
た
彼
等
の
た
め
の
式
目
で
あ
っ
た
可
能

性
が
強
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
地
下
の
「
花
下
様
」
と
も
な
り
得
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
蛇
足
と
し
て
付
け
加
え
て
お
く
と
、
隆
祐
集
の
春
秋
の
「
花
と
月
と
の
あ
ひ
み
て
」
と
い
う
歌
か
ら
、
花
の
下
の
集
い
と
同
様
の
集
い
が
明
月
の
夜

に
も
持
た
れ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
つ
ま
り
、
好
土
た
ち
の
活
躍
の
場
は
少
く
と
も
年
二
回
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
「
花
下
幽
人
月
前
吟
客
」
と
い
う
道
生
の

号
を
思
え
ば
、
そ
の
こ
と
は
う
な
づ
け
る
だ
ろ
う
し
、
又
、
十
訓
抄
の
「
う
た
よ
み
連
歌
こ
の
み
で
花
下
月
前
に
す
き
あ
り
」
く
と
い
う
句
を
思
い
出
し
て
も

（

8
）
 

い
い
。
更
に
、
堂
上
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
弁
内
侍
日
記
で
は
、
八
月
十
五
夜
に
は
殆
ど
き
ま
っ
て
連
歌
会
の
記
事
が
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
も
い



い
。
言
わ
ば
「
月
の
前
連
歌
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
興
行
形
態
の
上
で
花
の
下
連
歌
と
如
何
な
る
差
異
を
持
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
只
、
会
衆
と
興

行
時
間
の
共
通
性
か
ら
、
そ
の
差
異
は
あ
っ
て
も
わ
ず
か
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

注
1 

「
新
撰
志
」
郡
上
郡
条
、
「
鎌
倉
大
草
紙
」
等
に
よ
る
。

金
子
氏
は
こ
の
空
白
を
、
素
逼
が
「
秀
胤
の
事
件
に
連
座
」
し
「
幕
府
か
ら
追
わ
れ
た
」
た
め
と
考
え
て
お
ら
れ
、
藤
原
氏
も
そ
の
説
を
受
け
継
い
で

お
ら
れ
る
が
、
誤
解
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
翌
年
名
誉
あ
る
右
筆
に
任
じ
ち
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

3

「
明
月
記
」
嘉
様
元
年
四
月
十
四
日
、
同
二
年
六
月
十
日
、
九
月
十
九
日
等
に
見
え
る
。

4

沙
石
集
に
「
或
時
花
下
シ
テ
」
と
あ
る
の
を
、
隆
祐
ら
が
花
の
下
連
歌
を
し
て
、
の
意
と
と
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
部
分
は
、
古
典
大

系
の
頭
注
に
よ
れ
ば
「
花
下
ノ
連
歌
ニ
侍
従
隆
祐
忍
テ
聞
給
ケ
ル
カ
、
難
句
ヲ
ハ
ツ
ケ
／
＼
シ
給
ケ
ル
中
－
こ
と
な
っ
て
い
る
諸
本
も
あ
っ
て
、
問
題
が

多
い
。

5

尊
卑
分
脈
に
、
「
基
能
（
或
い
は
基
行
）
子
、
従
四
位
下
、
皇
居
大
進
」
と
あ
る
人
物
で
あ
ろ
う
が
、
未
考
。
勅
撰
作
者
部
類
に
は
見
え
な
い
。

6

隆
祐
は
新
勅
撰
集
以
下
四
十
一
首
、
素
謹
は
続
後
撰
集
以
下
二
十
二
首
、
素
俊
は
新
勅
撰
集
以
下
三
首
入
集
し
て
い
る
が
、
天
福
、
嘉
禎
の
時
点
で

は
、
隆
祐
が
二
首
、
素
俊
が
一
首
、
新
勅
撰
集
に
入
集
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

片
桐
洋
一
氏
「
冷
泉
家
蔵
草
子
目
録
に
つ
い
て
」
和
歌
史
研
究
会
会
報
八
号
。
昭
和
一
一
一
十
七
年
十
二
月
。

宝
治
元
・
建
長
元
・
同
二
年
等
。
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四
、
花
の
下
連
歌
の
理
念

花
の
下
連
歌
は
、
そ
の
地
下
的
性
格
の
強
さ
か
ら
、
騒
々
し
く
粗
野
で
蕪
雑
な
面
ば
か
り
強
調
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
確
か
に
そ
れ
は
そ
の
特
徴
的
な
一
面

で
は
あ
る
が
、
決
し
て
そ
の
本
質
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
何
よ
り
も
花
の
下
連
歌
を
支
え
た
精
神
が
神
妙
な
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。
寺
社
の
、
霊
魂
が
集
う

場
所
で
あ
る
と
い
う
花
の
下
に
、
夜
、
法
師
を
そ
の
主
体
と
し
て
、
何
故
に
人
々
は
集
っ
た
の
か
｜
｜
そ
こ
に
思
い
を
致
さ
ぬ
限
り
、
花
の
下
連
歌
の
精
神
は

決
し
て
明
ら
か
に
は
な
る
ま
い
。

民
俗
の
遠
源
を
た
ど
れ
ば
、
そ
れ
は
霊
鎮
め
の
或
い
は
花
鎮
め
の
場
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ね
が
、
中
世
的
に
は
、
そ
れ
は
法
楽
の
場
で
あ
り
、
か
つ
勧
進
の



ハ
2
V

場
で
あ
っ
た
。
春
が
ゆ
く
と
農
耕
が
始
ま
り
、
人
々
は
忙
し
く
な
る
。
花
見
と
は
農
作
を
願
っ
た
人
々
の
心
に
支
え
ら
れ
た
行
事
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
、

年
の
営
み
が
始
ま
る
暮
春
に
神
仏
の
前
に
集
い
、
秀
句
を
詠
吟
し
て
笑
い
楽
し
み
、
御
意
を
慰
め
奉
り
以
て
己
れ
の
利
生
を
図
る
。
又
、
人
々
も
以
て
法
楽
の

善
根
と
な
す
た
め
一
句
を
勧
進
す
る
｜
l
。

実
際
そ
の
実
質
は
無
名
の
法
師
群
が
占
め
た
に
し
て
も
、
道
俗
貴
賎
を
問
わ
ず
誰
で
も
が
参
加
で
き
、
会
衆
で
な
く
と
も
句
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
、
花
の
下
連
歌
の
開
か
れ
た
性
格

l
lそ
れ
は
そ
の
際
立
っ
た
特
徴
で
あ
っ
た
ー
ー
は
、
そ
れ
が
勧
進
法
楽
の
た
め
に
設
定
さ
れ
た
場
で
あ
る
こ
と
に
因
る

（

3
）
 

の
で
あ
る
。
特
に
、
連
歌
勧
進
と
い
う
考
え
な
し
に
、
花
の
下
連
歌
は
生
ま
れ
得
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
注
意
し
て
い
い
。
そ
う
し
た
宗
教
的
な
精
神
が
次

第
に
薄
れ
、
大
道
芸
的
賭
博
的
興
味
を
も
伴
っ
て
蕪
雑
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
に
し
て
も
、
そ
の
根
底
に
は
必
ず
祈
り
が
あ
っ
た
。
後
に
連
歌
が
法
楽
・
祈

祷
・
追
善
・
祝
賀
等
の
目
的
の
た
め
に
し
き
り
に
興
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
北
野
の
連
歌
会
所
で
笠
着
連
歌
が
毎
月
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

（

4
）
 

も
、
こ
の
花
の
下
の
精
神
の
流
れ
を
受
け
つ
い
だ
た
め
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
花
の
下
連
歌
は
、
堂
上
に
流
れ
地
下
に
流
れ
、
良
く
も
悪
く
も
連
歌
史
に
決

る
の
で
あ
る
。
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定
的
と
も
言
え
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
っ
て
、
後
に
訪
れ
る
連
歌
の
衰
退
も
そ
う
し
た
花
の
下
の
精
神
｜
｜
中
世
的
精
神
ー
ー
ー
の
衰
退
に
あ
っ
た
と
言
え

注

岡
見
正
雄
「
も
の

l
i出
物
・
物
着
・
花
の
本
連
歌
」
（
国
語
国
文
、
昭
和
三
十
年
二
月
号
）

土
橋
寛
「
古
代
歌
謡
と
儀
礼
の
研
究
」
参
照
。

故
一
品
記
に
よ
れ
ば
、
仁
泊
三
年
十
月
に
、
真
観
が
千
人
の
人
々
に
法
楽
連
歌
を
勧
進
し
て
い
る
。

4

笠
着
連
歌
に
つ
い
て
は
、
志
田
博
士
が
日
本
文
学
大
辞
典
の
そ
の
項
で
、
花
の
下
連
歌
の
遺
物
と
思
わ
れ
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
、
金
子
氏
も
賛
同
し
て

お
ら
れ
る
。

2 3 


